
有人 潜水船，無 人潜水 機 による 海中， 海底 ｙ線 調査
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泌洋科学技術 センターでは｡1997 年ｎ 月より｢ しんかい2000｣ に ｙ楾センサー，Nal{'11}

シンチレーションスペタトロ メータを装備して本格的な常時測定を実施している。目的は，基

本的な海洋計測項目としての，日本閥辺の海中・海底ｙ纖の測定とデータベースの作成，公闥。

全体的な傾向を把扱して 後の，特破的な海域の重点的な調査であり，現在全体的な傾向，興峠

裸い海域等が明らかになりつつある。特徴的な海域としては，冷湧水海域で，相模河，駿河跨，

東部陶海トラフを，熱水喰山海域では， 鹿児鳥湾，涛縄トラフの伊平屋海嶺群，伊是名海穴，

南方簾島海娘の多くの海山を調査した。これら各海域の特徴と，地質構途等他の胃壺結果等と

の】蜀連を検討した。 東部・ 海トラフでは。最も隆起量の多い断層。 衝上断層沿いに最も全計数

率か高いこ とか判る導，重要な成果か上がl】つつある。
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In  situ Sea Bottom  Gamma  Ray surveys by manned

submersibles  and ROV
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Since  November  1997,  y≪ray spectrometer  ulilyzing  NaI(TI)  sensor  has  been  usually

operationalthat  is equipped  to the  manned  submersible  'sShinkai2000".  The  purpose  of

measurements  are  to establish subsea  and  seabottom  y-ray data base  around  Japan  as one  of

fundamental  oceanographycal  measurement  data. After that, die characteristic areas tliat show  high

total count  per  sec,(cps) value  of y-ray and  high  contents  of U-,  Th-series  radconucleids, These

areas  that are recognized  as important  are cold water  seep  areas such  as Sagaani Bay,  Suruga  Bay

and  Eastern  Nankai  'J rough.  AJso  hydi*othermai  vent  ai*eas such  as Kagoshhria  Bay.  Southern

Kyushu.  Lzcna  Hole  and  Iheya  Knoll  o/ Okinawa  Trough  and  many  sea  mounts  of Shichito-Iojima

Rjdge  are recogni/<ed  as  remarkable  areas  These  areas  have  been  surveyed  as  frequently  as

possible.  The  relationships  between  geological  structure  and  gamcna  ray  intensity  were

studied  .Many  remarkable  results were  obtained,  such  as the  fact that highest  gamma  ray  total

counts  were  obtained  along  active fault and  thrust of highest elevation at Eastern  Nankai  Trough.

Keywords:  gamma  ray, coold  seep  water, hydrothenna)  water, gamma  ray total cps. NaltTl)
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1. は じ め に

海洋科学技術 センターでは｡1987 年より日本原子力研

究所の委託お よび独 自の研究で， 海洋環境 の放射能測定

を行ってきた。 基本的 なシステ ムは理化学研究所におい

て 研究・ 発 された スペクト ルサーベレコーダ(SSR) と

呼ぱ れる環境放射線測定システ ムを海洋に 酒用する よう

に 改造 した もので ある。 こ の シ ステ ムは。「し んかい

2000 」「しんかい6500 」ならぴに 「ドルフィンー3K 」に

搭載され，現在稼働している。

深 海に於ける現場での放射能調査は，筆 者らの知る 限

りでは，我が国では，気象庁の照 洋が， シンチレーショ

ンスペクトロ メー タに より水深3,000 m まで の劃定を行

っている。 なお，水深3,0仭以深では，大西洋に沈没し た

原子力潜水艦ＴＨＲＥＳｎＥＲ号の 捜素の時に。 曳航体に収 り

付け たガイガー管による測 定が試みられ た（Ｗａｋｅｌｉｎ.

1964）。

そ の後測器の進歩により， 浅海域での人工放射能 モニ

タリ ングを中心 として， 海洋におけ る放射 能の現場 針測

が行われてきた。

裂 が国では， 近年無人潜水攪，潜水船に スペクトロ メ

ー夕として，Ｎａ【Cｒ】）シンチレ ータ， まれであ るが ゲル

マニウム半導体検出器を使 用して の深海一浅海放射能現

場計測システ ムが稼働しているこ とは， 曳航体による海

底放射 能調査が行われているにす ぎない諾外国 と比較し

て顕 著な実績である。ＮａｌぐTI）シンチレ ータは 主として

空闘 ｙ線エ ネルギースペクト ルの測 定， ゲルマ ニウ ム半

導体検出Ｓ は放射線核齧の同 定と定量に利用される。

海洋底の放射能計測で最 も実績かあるのは.Na 】（ｎ）シ

ンチ レータを使川した深海掘 削（ＯＤＰ）における掘 削孔

中で のｙ纖検層であり，こ れは基本的 な測定項目として

行われている。 ７鉛検層の主目的は， 岩相の対比である。

-一般的に，海水， 海底 泥， 岩石， 生物巾の放射性jlil位

元素の分析は，採 集した試料を研究塞に持ち燦って行わ

れてお り，短寿命の核桟 の認定や， 現鳩を竸察したF. で

の側定においては，潜水船や鯵 人潜水槽による駁場（ln

ｓitｕ）で の,ll･濶に勝る ものはない。

2. 海洋環境放射線測定 システム

システムの概念閥 を|湖１に示す。「しんかい2000 」の

場介。滞水船の脚（ソ･月 部に放射線検川器 として使用

して いる1101 ， 長 さ共に76. ３ｍｍ｛3 イ ンチ｝ の球 巵

Nal｛TI｝シンチ レータと，1,1り･波la 偵を処理して デ ジタ

ルコード化する インターフェー スを 放置し。 データ収録

は耐jlﾓ殼内で 行。ている｡，耐||ﾓ殼に収納し たNal｛TI｝セ
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ンサと侶号処理部は，「しんかい2000亅 の芯底脚（ソリ）

部に格納され，着底畤は完全に泥の中に樫まる様になっ

ている。データは，シンチレータの出力倡号の波高値を

実時|阿でそれぞれデジタル化し，収録用８ｍｍビデオテ

ープレコーダ（ｖＴＲ）の音声部に収録するとともに，映

僵信号としてエ ネルギースペクトルの収録 も行ってい

る。８ｍｍ ｖＴＲには「しんかい2000 」の船外に装備した

Ｔｖカメラの映像も紀録され。 測定した環境が容易に判

るようになっている。なお潜水船内でもモニタ映像処理

インターフェースを川いることにより，放射線強度・瀰

定エネルギースペクト ルをモニ タすることかできる。

「しんかい6500」には1998 年に３４ンチセンサを装備し，

現在訝湖中である。「ドルフィンー3K」には。日本原子

力研究所よりの委託研究により. 1996 年度から計測シス

テムを閼発している。現在ビーグル機体の前部と後部に

２つの３インチセンサを装備したデュアルシステムで計

鈿を行っている。このシステムの特徴は，データ収録川

ｖＴＲの収録操作のみで，多くのスペクトル情報が災時間

で収録でき， 併せて「しんかい200｛｝」の船外Ｔｖカメラ

の映像から計測した環境，潜水船の行動も知ることが出

来ることである。このように。針測システムはデータ収

来のための労力の軽減，運用の単純化を計っている。

3. データ処理・解析

測定したデータは，ｖＴＲ（８ｍｍステレオ音声収録部）

に取録されており，このデータは。２チャンネル青声に

13ピットのシリアル信号で，Ｒ,LチャンネルにピッＨ濶

飴を|司時に信号し。これに銃く侶号ピットは，Ｒ.Ｌチャ

ンネルのいずれかに‘1’，“0’の侶号を入れコード化し

ている。再生に際しては，収録 シリアル信号をパラレル

とし，パーソナルコンピューターに送り，１分毎の収鍬

スペクトルとして希望するフフイル（ハードディスクま

たはフロ･，ピーディスク等）に保存される。

保存されたデータフ ァイルの内存の処理・解析は，|･1

的に応じてljわれるが，現在標ｌ 的な解析は，科学技術

庁放射能測定法シリーズ｛空I司ｙ線 スペクトル渊定法｝

を参考とし，ｙ繃エネルギースペクトルとしている。デ

ータ処理によって得られた ｙ線エネルギー スペクトル

は，さらに･allした放射性核祐のｙ縊ピーク（特定のエ

ネルギー）解析と，犬然放射性元素であるＫ,ｕ-,TI､｡系

列のヱネ純･ギー領域の解析との黼み合わせによりll的と

する悩僭の把握に役,;cてている。 なおこの解析ソフトの

一部はjlj‘収されている。 表Ｈこ解析チータの例を。図２

にこのデータに基ずいて作成したグラフを示す。このグ



図 １ 「 し ん か い2000 」 の 放 射 能 測 定 シ ス テ ム 概 倉 閥

Fig.  1 111er ａ（lioacliｖity ｍｅａsｕrでｍｅｎtｓysｌｅｍ ｏｆ“Shink120 （X『

同２　 解析データの网

|心.2 んleｘal叩leoraliilys411data.

ＪＡＭ ＳＴＥＣ Ｊ．Ｄｅ叩 Ｓｅａ Ｒｅｓ｡1411 州8 ）
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衣 １　 解 析 デ ー タの 例 （ 閥 ２ に 対応 ）

Table  1 AnExample  of analysed  daiH.lhai is ｃｏrreiilongl to llg.2

に， シンチレーションスペクトロメータで側定した， ス

ペクトルを示す。潜水船中のモニタに表示されるスペク

トルはこれらのスペク|･ルの総和として水される。

環境放付昴1111り定法とデータ処理・解析の詳細につい

ては闘野〔19!97,1998)を参甄されたい。

ラ フに は ，全 計 数串 とK  u-n･(-Series の 放 射們E同 位 元

素 の 濃度 が示 さ れ ている 。 油?;i･は ， こ のよ うに し て デー

タの処 理 ・解折 を 行 ってい る 。

ま た 放射 性 核 琶 の髱 繭 がIll定 山 来 れば ， 生成 し た 畤

渭 ・ 年代 を 推 定ljll で あ る 。 図 ３に 例 と し てウ ラ ン系

列 ・ トリ ウ ム系 列 の放射 竹 核 穐の 収 射性 元素f 孫( 従 来

は 娘 ・ 匐とａ わ れて き た) 核 舁壊 変|司を 示 す。|刈３の 壊

変I汁数 の中に は 鉛 ，ラ ド ン， ラ ジウ ム，ビ スマ スな どい

く つ か の元 素が 見られる が， これ ら の 元素 の物 理的 ・化

学 的 な性 貿 と放 射 能の もつ'r 一誠川 の油 いか ら 環境 にお け

る 分 布に 礎化 が 生ず る。こ れら の濃 皮 を把 握す る こ とが，

″|ﾓ成 した畷 境 の 推 定 の ために 爪髮であ る 。閥３の 元ぷ ウ

ラ ン(Ｕ)｡ ラ ジ ウム{Ra} ， ラ ド ン(Ｒｎ)は 水に よ く溶け る

元素 で， ｆ 孫 関係 の 系 列 か ら そ れ ぞ れの 濃 度を 測 定し ，

そ の亭 動で 年代 や物質 鯀 卵 を知 る のに 役Q1･J て い る｡ ウ

ラ ンに つい てll え ぱ ，゜ Ｕ とｓ'Ｕ の 比率 から 数|･ﾉ μlｕii，

位 の年 代が 判る｡ ま た， 沖縄 トラ フ の伊 恐 名 海穴 ・伊 平

Ｍ 海嶺 群( 晦IllD に お い て 。熱 水に よ|卩|{成 さ れ た チ ム

ニ ーのJ.'.J辺 で は ラ ジ ウ ム(22 りa) と そ のf･ のI･ リ ウ ム

{2゛|匍 が,認め られ こ れら の比 率 から チ ムニ ーの作 ら れ た

41111隻位 の年 代 を 匁|る こ とが 川 来る｡ こ れ ら の 放射性|‥‘l位

元素 からは そ れ ぞれ特 定の エ ネル ギーを 持-, た カ ンマ 線

が 放 川 され てお り。 スペ ク|･ ル を 解 析す る こ とに よ り, 已

素のll.'j定 がIlf能 で ある｡,M41 こ珊1,略的 な ．ｕ ｊｌ`ｈ系 列 の

i;｡要 放 射rl=｡桟 極 ｑjエi ヽル ギ ー スベ ク|･ ラ ムを 小す｡ 図 ５

９２

4. 潜航調査のデータ

4.1　日的・何が判るか

海洋における各種I剛●データは。 調査･11法の進少によ

り脚大な:llとなり各侭データベースの作成，公|剔等によ

りその利Jljも･ 般的になりつつある。l: 者らの測定も泌

洋,旧l』データの･ つとして，有効な41JjlJがlfわれること

を願うものである。

海洋で７縊を固定する||的を以ドに示す。

‘Ill* 川辺の海底における，基本的な海底環境の指標

の･ つとして海巌，・ll･|'l然放射紬強度。 放射性核種の

濃度の分jljの把握と陸h の後背地あるいは海底の地貿と

の闘連flけを行う，また。データベー スを作成し，公|副

する。

2･企体の鯒1111を把IM して後， 特徴的な海峨の 叭点的な

I
調査をlf う｡ こ れに より冷湧水湧出海域では， ｙ線IIIと

冷湧水i削IUIIとの11 関， また謡 断Ｍの活動|萱との相関等

が把握できる。 熱水噴 川海域では。 海底F･ の地質構遥の

相違による海域似の放射縊111. 放射性 核種の相違か11jら

亅AMSTEC 亅. Deep Sea ｎｅｓ｡14119 鬮



(匈3
JAMSTEC  J. Dsep Sea Ｒｅｓ.，14（19涸）



6徇

||１４　Ｕ･ に.|嵋 ， と1 丶－{ ドＭ} 系 列 に よ り瀏 射 され る.|; 憾 な 冫 綿 の 裂 魯 的 な ヱ ネル ギ スペ クト ラ ム ． す な わ ち代 衣 的 な 冫縋 と 放

111割 合 。

Ｒｇ-4 Theoretical  energy  spectrum  of principal gamma･ 『-aysereiltcd  by  the‘゚ 气Jdec ゛!yｓｅrieｓ如 Ｓｌｎｄｌｈｃ° ｎ゙ｌｄｅｃｌyｓｅrieｓ{bo 叫．仙} ．

JAMSTEC  J. Deep Sea Pes., 14 C1998）



かになり， また熱水や然水性堆積物の年代，偉質，噴出

の中心，ブ ルームの形態，麗模谷が推定できる。

（匐海底にjairiする長朋糾測ステーション等に装備する

ための準伽として，特定海峨での放射線jltの経年礎化を

洲定する。なお， 艮丿剛観測の||的は，陸|:の地下水||こ戸

におけるラドンのモニタリングと1111様な||的で行うこと

を11指している。 ラドンのモニ タIJングは。計洲してい

る増所。現増の環境等についてJI喟･に §々運であれば，阪

神地震の|禰にラドンの含有Iltが急,ljl･したという11;liが

ある（lgarａｓhi si ㎡｡，1995）ように地殻運鵐の変化をls

測で きるIlf能性がある。

ｔ 沌底 ドの地層 の地質構愚， 地質年代， 隆起． 沈降Slt

等のデー タあるいは 「地礎総 介糾測 ステ ーショ ン」等か

らの リア ルタイムの地中 温度. cm 地震．潮汐等のデ

ー タとの 相関を検,lヽ 1し． 変数相1,‘.lajの相関を把握． ｙ線

11tとの 闊達 を検 討する.，実 際に は， 地質構 造は ＭＣＳ

亅AMSTEC  J. Deep  Sea Res., 14 119吻

OBS 鯛査，地質年代は主として石灰質ナノ化石，地刷の

堆秘深度は底生布孔虫等の解析によるものである。

⑤詳細なスペクトル解析により，放射性核穐の同定を

行う。これにより特に短欝命な核砿が同定でき，熱水や，

熱水仕堆積物等の噴出した時期が明らかになる。

４.2　　日本周辺海域の海底ｙ線線量

有人潜水 調企船 「し んかい2000 」は，潜航回数1,000

回を越えなお活諞!中であ るが， 著者らは1995 年11 月か

ら 「しんかい2000 」に ｙ纏 センサーをほぼ命傭して我か

国周辺の海巾，海底 冫線測定を行って 来た。測 定は「し

んかい2｛xK｝」のパ イロットにお願い し， 各潜航研究者に

対しては，潜 航前に 「しんかい2000 」司令から測定を行

うことと， データの帰属，利用等についてあらかじめお

願いしてli いている。

なお， 最初の「しんかい2000 」に よる海底 ｙ絵の測定

は，肩|模消初鵬ill･で1996 年５月に行われた（吉Ifl ・塚原，

1997 ）。

これ まで の洲定により，十分ではないが我が国 周辺海

鱸の海底 ｙ線全計数率, K-.  U-.Th 一系列の放射性核種

の濃皮分布が11jらかになりつつあ る。

116 に我が国 周辺の 海底 ｙ翦 全計数率を示す。 なお放

射 性核祉 の系列毎の濃 度の解析はａ 行巾であ る。「し ん

かい2000J の榊航場所は 公募により決定されるので。 著

者らは計測する場所 を選ぷこ とが|||米ない，そ のため洲

定海域に パラッ キが 見られるがこれらは ｒドルフ ィンー

3K 」による測定で 順次jllめて 行く予定である。1116 と。

圖７に 示す陸lt の放射椴 強度分布（Ｆｕrｕkaｗａ,1993 ）を

合わせて みると， 後背地と海底の放射翰最の関係が推 察

で きる。

以Iド11 本周辺海域で の令体的な傾μljを述べる。

φ|| 本海は 全般的 に着底 した|llの,ｙ線令叶ｌ 率のj11

低gi が80-100cI)s( ｃｃｕａt per sｅｃ.)と，他の熟水や，冷秘

水の綰Iぽされていない海域 と比較して高い 仙を小す。 ま

た最高仙も140-190 cps と高い仙を 示す。翦lコ:tUlil/fl'

では。 ウラン， トリウ ム系列のia 度の高いこ とから。我

が国の内 眺で最も収射翦 レベルの高い(100-  160 nGy/h.

占III. 1993)  <|>火山 防地帯を後背地に持っこ とを反峡し

てい ると推 定される。 ちな みにこの システ ムでは，豹4

el)ｓが生活環境のII, Ｇy/11(11(;y/h : 111$ IIIHたりの空気

吸取鉛:,1. ナ ノグレ イ) に１冖 している。 従･j てl--.ii!

の1{}0･ 160 11Gy/llは，400 640 cp ｓにll ｀11L. 通常 の我
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TOTAL  CPS(INTENSITY)  OF GAMMA RAY  AROUND JAPAN

¶梵j6　11本周・海城の海底ｙ線令計数唱
Ｆｉｇ.G(;aln1113(ｉylolah･11salsealｓ)ltｏｍａra111d Japan.

JAMSTEC Ｊ. Deep Sea Ｒｅｓ..14 （１９９８）



1*17　11 本 国 内 放 射 線l, べ ４{ Ｆunlk ｓｖａ.1ｑg:l}. 豹4c116 が ″11119環 境 のII･C;y/11{ll(;y/11 : 111,1間 ゜iた|) の 空気 峨 収線111 、ｆ ノ グし イ１

に11'11 す る.

FiR.7　Nal ｕI・| radiation 1eりelillja!岬111sli●･Iｓ叭nel･|.` ･ｎｌｋｊｗａ.|!M)ｊ. Ａｋ,II･lc 】lｓc,I,Ill・libh･l･III(;y/|･.
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が国の陸上の生活環境120-400 CpS に比べ相当ｇいこと

になる。

（l 冷湧水湧出海域では，相模湾は，最低か30-50cps,

冷湧水湧出地点での最高d<82cps で，東部南海トラフは，

最低か30~50cps, 最大か115-235 CpS と和模トラフと比

軟して高い餡を示す。これらの最大値は，冷湧水に伴う

化学合成蝕立栄養助物群災の存在が認められている，活

断黼の周辺で計測された。

③熱水噴出海域では， 南西飾島海域のilll繩トラフ，鹿

児鳥湾で高く， 南方諸島海域で低い。これは，大陸地殻

を有するijll繩トラフ，鹿兄励湾と大陸地殻を有しない火

山からなる海嶺の地殻構造のll迫を反映している。 南方

諸心（七島・破黄鳥海嶺。西七鳥海嶺）は，最低は30-

40CpS，最高は水曜海11jの200 CpSである。刈1繩トラフで

は，伊是名海穴，伊平屋海嶺群（海凹）で。最大9,000 

CpSを記録してお|），これらの値はラジウムに起因する

ものである。 また直児1;5湾内で，最大800 CpS の全計数

率を示す。

表２にこれらの中から代表的な例として全計数率，Ｋ

-,Ｕ-,T11-系列放射性核筏の濃度を示す。

４.3　特徴的な海域での測定とデータ処理・解析例

4.3.1　冷湧水帯

我が国周辺の14大な海溝系には，数多くの海域から，

断il等に沿って湧川してくる冷涌水系に伴うシロウリガ

イ鈿， シンカイとパリガイ蔔， チューブワーム節の化 学

合成独 立栄養動物群集の報告かあり，そ れらの多くは現

地偉の炭酸塩類を伴う。 相模湾や東部南海トラフの冷湧

水系 の ｙ線 調査 の擬 要につ いて はすで に一 部報 告し た

〔服 部・岡野，1996 ，1997. Ｈ滷ｏｌｉ and Ｏｋａｎ０, 1998〕。

柑模 湾は。冷湧水地蕾 の中で も全al･数率か低 く， 全計

数率は30-82 cp ｓで， 後述する滾 河トラ フ， 東 部南海ト

ラフと比べても低いレベ ルである。 これは，フ11J ピ ン

海プレ ートの上 西進により絞り111される， 和摸湾湾臾の

以 い亅ll航物巾の鬩鬧!水の性 質による ものであ ろう。

閥８に 海底近 くを走航中あ るいは 着底il･の全al･致率の

Ily系列グラフを示 す。 海底 近くの海･jlを走行巾 のｌ[は10

-15 cps 召痩と低 く， 推 定断層， シロ ウリガ４芻集中 で

も，この俗航では 奴大58 cps と低い 蔔であ る。 また， シ

ロウリガイ肝集で も。 場所 により全計数率に 相違が見ら

れる。図９に金 計数率 とK-  U-  Th 一系列の濃 度をプロ

ットしたものを示す。特 徴的なこ とは，111- 系列の濆 吹

かビーグ ルの機体が衣底しない状態で も，比･鯢的 高い値

を示すことで，Th 一系列 の放射性核種 を吸漸 した浮避粒

ｆ の存在か墨 定される。II･i様な傾向は伊豆半島 の西側の

上肥ilEIの シロ ウlj ガイ群集における升測でも見られるの

で，こ れは初鳥沖で， 角皆等(1994) により指植されて

いるように， 伊,りE半島 からの地･F 水の供輪と関係が有る

のかもしれない.lx110 に，初Jぷjljの3D 水深1洳とこれに

プロ ットし た推 定断層を示す。lg111 に1111じ海城 の令計

D1VJI SITP.S Dive
No.
nniT
))

TOTAL
CPS  MIN,

TOTAf.
Cl'SMAX.

K-

CON'I  RNTS

X

U-SRRIICS
CONTENTS
com

･|h-Sej*IES
COKTGN'rS

PI≫II1

Off Tot (Sunifta Trouflla) 869 1SS 1 80 0.02? 1.41) 2.27$

off Pujigawa (Sucok.i Trt≫ufth) 870 U  SI fir. ISO 0.043 8.180 S.070

Off Tol (Suruga Trough) 87l IS  21 4 12 0.C9 0.-1S2 0.733

Ryuyo  Canyon fasten  Nsitkai Trough) 89 N  I 15 IS 0.001 0.47* 1.150

Ryuyo  Canyon (Eastern Nankiii Trough) 89 109 A 130 0.001 3  200
tfcsl off Katiasuni>≪o (T0KA1 THRUST) *9 12-1 4 2;<5 0.046 3. S40 :*.3M

pool of Kanas*"'iosc 900 33) 125 0.00 2.074 1.49U

Northern Tcnryu Canyon  (RNSHii P.) 901 121 10 19 0.02-1 10-200 7.050

Soulhwfts{ off Kanasimosr 90 17 GI 35 )C 0.005 2.07( 4.92

tvuvo Canyon (RasiRrn Naa>kai '(rough) 9a 10* -3 ISO 0.06S 2.31

Off tSsgawl  liay) 872 IJ 60 IS 80 0.230 0.420 0.980

<)(( llaisushima i*ay> 9≫≫ 1J6£

1000

20 <＼7 0.100 u.?uo ] *so

JliKya Knoll (NoriJi), Okinawa Trough 304 13 299 0  758 3  -JGI 0.970

IJiey≪ Knoll (Norl(i), tJknuwa *1 rough 1000 J 01B IS 2001 0.300 40.000 10.000

IlK'ya Knoll CNonli). Okinawa  Trough ) 00-1 10)5 10 1610 3.890 79.000 98.000
Sniyo Sea Mount (SMchiio- loJlma "i<leo> 891 135: GO 200 0.080 1.540 2.030

Myojm  Sua Mount {ShkcJilu>-(o)lina Ri<fec) 892 1390 40 J 20 0 130 J 670 0  750
>/l Toyania CUy, Jwan  Sea 8S0 9711 80 ISO D 600 0  660 4.06ft

6 靭

衣2　jl 夲&ll辺廊底のデータの代表的な附析例

JAMSTEC  J. Deep Ｓｅａ Ｒｅs｡14 （|哨川



IS18 全 針 数 率 のSt 敷 髄 の 時 系 列 グ ラ フ の 例 ． 第S33 潜 航 ， 相 膜 消 初 島 祠I

Fig.8 舳 ｅｘlmpleoflillle･ ｓａｉｅｓｅｘpr ｅｓｓｉｅ１ ０１tｃｌａｌｇｓｌ ｍａ 暉y ｃｐｓ.Divｌ 郭3,0111al ｓｕｓhiｓ ●Isj-,ＳａＳ ｍ１８４１y.

数 率 の 等 計 数 率 綸 図 を 示 す 。 こ れ ら2 つ の 図 を 比 較 す る

こ と に よ り 全 計 数 率 の 高 い と こ ろ は ， 推 定 断 層 沿 い に 分

布 し て い る こ と が 刊 る 。

圜12 に 歇114 ト ラ フ 土 肥illlの シ ロ ウ り ガ イ 俳 集 地 点 の

企al･ 数 率 とK-,  U-.  Th 一系 列 の 濃 度 を プ ロ ッ ト し た も の

を 示 す 。 駿 河 ト ラ フ は ， 先 ほ ど 述 べ た 相 襖 湾 初 島 祠I と| 可

禅 に ， 水111 に 卜IJ ウ ム 系 列 の 核 紬 を 吸 ａ し た 浮 遊 粒 子 が

存 在 す る こ と を 示 し て お り ， 伊 豆 半 ａ を 袂 ん で| 蛎 側 に ，

類 似 し た 放 射 性 核 祉 の 性 吸 を 示 す 冷 湧 水 地iiy が あ る こ と

は 注|| に 仙 す る 。

康 部1 町 海 ト ラ フ は ，l こと し て｢I 仏KAIKO-･TOKAI 計 肉

の 火 肌 に 什 うI 詞 韲 中 に1111剽 を 行 っ た 。こ の 海 域 の 特 徴 は ，

相 模 湾 ， 驟 河 湾 と 比 較 し て 。 冷 湧 水 湧 出 ・ 城 で の 全ill‘ 低

串 が 鳥 い こ と で あ る 。 冷 湧 水 地 帯 外 側 の ， 隣 接 す る

Ｐｅｌａｇｉｅ Ｓｅｄｉｍｅｎｌｓの 仙 は 。 他 の 海 域 とIll 様 で あ る の で ，

高 い 全 計 数 率 は ， 湧 水 に 起 μ4す る も の で あ ろ う 。Itf  13

に ， 東 部| 匆 海 ト ラ フ の シ ー ビ ー ム マ･, プ を 示 す 。 こ れ は ，

|| 仏kaiko-tokai 計Sli の 際 ， Ｌ'Alalalllc(1996) に よ り

実 楯 さ れ た シ ー ビ ー ム マ ッ プ を ベ ー ス と し て い る 。 こ の

図 に 図14 と 図15 の 位 置 を あ わ せ て 小 す 。 ま た 。 活 斯 削

jn い の 扱 字 は 衣 灰 貲 ナ ノ 化 石 に よ り 決 定 さ れ たj 世Ｍ の 時

代 で あ る が ， こ こ で は,l し く は 述 べ な い 。

JAMSTEC  J. Deep  Sea Ｒｅｓ｡14{ 四 哺

図14 に東海 スラスト沿い の地点の計測餡を示す。最大

全 計数率は235  cpsとこ の海城中で 最も高く，熱水海域を

除いて今まで 調査した中で最も高い。ちなみにこの地点

で 採集し た岩石の， 石灰 貿ナノ化石による￥代は, 5-7

Ma である。図15 にこの海域で２番目にａ い値を示す， 海

域の北側の遠州断層沿いの地点の解析例を示す。吸大全

計数率は，195cp ｓであ り。ウラ ン一系列か10ppm ，トリ

ウ ムー系列が7  ppm と冷湧水環境にしては高い偵を示す。

こ の地点の石灰 貿ナノ化石年代は, 1.48-1.22 Ma である。

こ れらの断層の変移jllは，冫:石からの底生布孔虫に よる

深度喘･析から。 束海スラストで約5(X)ｍ スラ ストの上轂側

が114 し。遠州断層では，約1.(X)om 北叫側のブロックが

ll昇しているこ とが推定された( 秋元 一服部｡1 的8, ＭＳ)。

朿部|･qi海１ラフでは， 断層， スラ ストの変ｔ:11と ｙ線

令al･散率の|剛 二明 らかに111周があり，断川等の変移111の

人きい所では。 ７鍄の纖Illも多いことが111らかになった。

熱水海域では。鹵 ゐ･譜j;jの多くの海山。鹿ｦ1!島湾. M

トラフの伊娃名海穴.fJI｀14川 海嶺群の調査をll･･･，た。 伊

｀|`Ｍ海 穴は。浮 き魚ajll のプ イか設置されてい るため，

現 舟潜航I1111･｡とな･,ている。図16 に． Ｌａ‥ 硫做ａ 海嶺

の内11jill海111の例を 示す。こ のあたl) の海峨では。 水叫

淘=lllが最も，令計数率がi,ISいか，最 人200elydll 度である。

祠!j
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|埔 ９　 相棍 消 ． 初ailll 、玲 湧 水 功ljl海 域 に お け る ， 全,it歓喇 ， ヵlj ウ ム ，ウ ラ ン 系 列 ． ト リウ ム 系 列の 濃jｔ 令,il･数 布か15 ｑｓ程 度

と 甌い と き 卜り ウ 厶系 列 の 濃 度 が』酘||し てい る ． こ れ は水･|･に懸 濁 し てい る 紳r･ §こ吸 着し て い る 卜 り り ムの 多 い 水 機 の 存 僉 を

示唆 す る，

Fig,91nle graph slMJ ｗｓ 101;11 g･●I,la rｌy cjlｓ(righlJalld conle ●lｓ ｏｆ Ｋ.Ｕ ，″111 Series l･adiomick'ids. The abllldalla･ of111 Series

『ｉｄｉｌｎｌｃｌｅｉｄｓin ｗａｌｅrindicatｅｓtllallnlhcn･ ａrｃ ｗａｌｃrｓl ｓsQfcokl ｓｅｔpwalelllhalc ・111ainｓ11 ｝Sぐ｢ds
 rich particles.



図10 11 模 湾 、 初 島 沖 の3D 等深 線 図 と推 定 断 層

llg. １０ 3D  contour  ma]) and  supposed  faults,off Hatsushima  Isl.

JAMSTEC  J. Deep Sea Ｒｅｓ.，14（19沺）
(15j

Mll 相 隰 湾 初島 沖 の ｙ締 令 計 数 率 の 等 値 縮 阿

Ｆｉｇ.11 T11e collt ｏｕl･ map ０１ equal galmiia 1 ‘･･y 101al cps.off

Halｓ41ｓl11111a lsl..SapmiBay･
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|司12 駿 河 Ｆ ラ フ ，|: 肥illlの ｙ線 全,ll･数 季 と カ リ ウ ム ． ウ ラ ン ー，1 1J ウ 厶 系 列 の 放 剛 性|･il位 元 素 の 濆 度． 相 模 湾 ， 初 鳥illの 洌

(|埔9)j1111 梯 に|･ リウ ム が ．潜 水 船 がａ 底 し て い ない･ 冫にａ く ， 着111す る と飯 少 し てい る ，

Hr.  12 'ｎｌｅｇr113hshow ｓg1111111arａylatａｌｃｐｓｙalｕｅsａrldc011t･ms ≪rK.cj ･ご111･勢ricｓrａ,】kinucHds.Conlents ofHi s αicｓａｎ･high ｗhe11

1he ｓ11)111erｓibleiｓｎｏｌ 】in(Icd ol llle bollりm aitd defl･ｅａｓｅ when tlx- sｕbl●ｅrｓjble is landed  on tlχ･ b011Q111,1111ｓｓhoｗｓ11e ｓalle

14'●dency ｌslhecI ｓｒ,)1・ll･lilｓｕilimlj5SIlniBay(Fig,9).

JAMSTEC Ｊ. Deep Ｓｅａ Ｒｅｓ.，14 （199 ｓ）
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図13 廩 郤lh 海 ト ラ フ 海 域 の シ ー ピ ー ムマ･y プ ， デ ー タ は 】.'Allla111e{1!瞋a に よる.，りEIIIのFi.14 とFig.15 は そ れ ら Ｆｉ. の,附 剛し

た 局 所 を 示 す 。

Fig.  13 Sea lK'a111 Ⅲa13 ･･ｆ eastern Nankai l' ｓtlgh(blsed oll lit? sea be1111 111,1H,IR/VI.IAI 歯111 ぺ199 剛.Ｆｉｇ.l･l aiid l･■W.15 sll,。llle

lｓlｓiliolll)flhg･sx･Figs.



6 ５･f

M14 1 海 スラ ストｔ 東 芯 沿 い の ｙ線 企I叶数 字 と ヵ･J･冫厶 ， ウ ラ ン ー. ｝IJウ ム ー系 列 のia 度 ． 令,｜ 数 率 はj11人235cp ｓと こ の 海域 で

は最 も 高いii を 示 す.

Fw.  14 Ｔｌｌｅｇｉｌ卩11 ｓhQw ｓ ｓmITll ily 10111 cp5 11d clnlells Ｑｆ ItU-.Th  - scries radiomick*id&  along  northeastei･n  margin  of thv Tて!>KAI

THRljgr. Ｔｋwa 】leoilalalcps ｉｌｏｗslhellighesl 噸lｕeo1235cp ｓinlllear ｅａ.

JAMSTEC Ｊ. Ｄｅｅｐ Sea Ｒｅｓ..1411118 ）



M15 遠 州 断 層 沿 い の 調 喪 地 点 の 全 計 戡 と 吻 リ ウ ム
、 ウ ラ ン ー｡11j

ウ ム ー系 列 の1･111a 元j{ の 濆| 貨。 最 人 全､ll 歓 申 は 、195i] 。 で 、 ウ ラ

ン が101}p 】・ 卜･J ウ ム が7 叩 ・1 と μ い 値 を 示 す 。

Rg.  IS ‘｢１ｅ ｇｒal'Il ｓllaｗｓ gainmina ray total ｑ 旭
ヽK ≫U  -Hi-series 

ｃｏｎｌｅｎｌｓ al°昭Ens ｈｌ Ｆａ,111.'rhe lna χ1111ｕ● ｌｅｌａｌ ｃｐｓ is 195 cps.ll･･

ｓｃrilヽｓ｛0111cll ｓ is 10 pp 圃 ａｎｄ'111-sel 鬢 ｓｃ｡lllclllｓiｓ7111jlllinllighesl ｖalｕｅｓ.

JAMSTEC  J. Deep Sea Ｒｅｓ..14 （|卯8 ）
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Ｍ １６ Ｌａ 一値ａ 鵐 海 嶺 。 剛 神 海li の 例 。 最 人65cp ｓ と低 い 儕 を 示 す 。

Fig.  16 111egx ｇμIshows 闇 ｅｘalple01Scliloh･Iohji 闥a 拓dg 騫,Ｍygjill Kilot】LThc lnaｘilll･1111ga11肌＆r苟cj ｓisIIIly65clys.
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鹿児鳥湾では， 最大8{}O CpSを示すが，辞細な処泗!・

解析は迦行中である。illl綢 】･ラフ，伊是名海穴，伊平屋

海勧群は，熱水海域で， シロウリガイ類， シンカイヒパ

リガイ創，チ ューブ ワーム。マ キガイ等が化学合成独立

栄餐助物排集として知られている。両海城と も，プッラ

クスモ ーカー，ホワイ１スモーカーが知られており。 最

大全計数半は9,000 CpS に漣する。閥17 に伊虻名海穴で

の全計数率の時系列グラフを示す。この潜航では，最大

全冊数率は3,000 CpS であった。伊平屋海嶺群は，最初

ifa'ftが調企され，最近北部にブ ラックスモーカーが発見

され調査されている。111118に北部伊平Ｍ海嶺邵での;11･測

例を示す。これは｢ し んかい2000｣ の1,{}00回l｣の潜航

の際に計鬨されたデータで，最大全計数率は2,000 CpS，

ウラン一系列は40 ppm. トリウムー系列は10 ppm 含まれ

ている。 最大値を示す地点付近にはブ ラックスモーカー

が観察された。図19 に同じ北部伊平屋のもう一つの例

を示す。 最大全針数字は，1,640 cpｓ、 カりウ厶，ウラン

ー， トリウムー系列は，それぞ れ3.89 ％，79 ppra. 98

ppm と非営に高い他を示す。こ れはこの海鮫のプラフク

スモーカーの非徴である。 なお，着底していないのに

（金al･数字が低い）， 卜IJウムー系列の濃度が高いのは熱

水のプ ルー厶の存在を示唆する。 伊平屋の熱水海域での

al測はまだ十分に解析されていない。今後のより詳剥な

解析により，チムニーや熱水沈積物。熱水ブルームの時

期（年代）が明らかになるであろう。

|｜|17 111･ 繩l･ ラ フIJIJatI 海 穴 朗ll 定 Ｍ ， 最 人 令,il･哉 嘔 はこ の 榊 航 で は3.(Ｘｔl,s であ る｡

Ｆｉｇ.17 八IH･χil,llljll･,llplllmal叩l‘'lalcpsal 】ｘ4ヽ１１ａ Ｈｏｋｅ,0killa､｡aTlllllgh.llle lllaillllln,val,lt･iｓ3.01χ)1'|}silllllel】iw.
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M18 ｡ 化部 伊 平川 海 勧・ で の､汁測 例 、YI 、ｙ2 仙 の|| 齠 ま対 糺 令､ｌ 翫 布 は 、 最 大２μＸｋｌｓ 、 ウ ラ ン ー系 列 のiajl は40ppm. ト リ ウ ム

一系列 のia 度 は10 叩 ｍ であ る 。

119. １８ Ａｌｅｘｉｍｐｌｃｏｌ蠢汕lmarlly 】measurement ａｌ ｎｏr111 1beyａ Ｒｋｌｇｅ.ｗale al Yl and Y2 1 ｓ logalillimic. ｎｌｅ ｍａχinium 101algamlllar ●y

cpsis2 μｌ ｃｐｓaldllle 闥ａχimｕｍ Ｕ aixJ  Hi series  contents  arc  40 ml  10 ppm  rcsjxvively.
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M19 北 部 伊･r 屋i毎欲 蓐 で の,il瀏 例 。 全 計 散 布 は 最 人1.Ｓ 恥ps. ヵ り ウ ムlj3.S9 ％｡ ウ ラ ン 系 列 は7 ｑpp111， 卜lj ウ ム 一系 列 は9 匆|。11

飛 人狛 を 示 す 。10 畤30 分 か ら｜1111 卸 分 に か け て ．ｌ 底 し て い ない の に 卜･j ウ ム ー系 列 の 腆 が 高い の は 。 熱 水 の ブ ルー ムの 俘

在 を･1;唆 す る 。

Fig.19 A ●Q111el･ cｘal叩 】ｅｕｆ靜 啣ｎｌａr苟 ｍｅａsIIr℃111enlalloS11111ey ａｌ ｄｇｅ,111e lllaχilm】111 lolal gllllllla llay c13s is I.＆109 ＆・ 憇ilⅢ１１ｎ

ｃｏ●le111ｓ ０１ Ｋ.U･.Thseties  radioiTuiclcids alｔ3.SgS 79111X111 111d gSpp111 Rspeclivcly. Vaies ｏr 111･sel･ieｓ a1111e111s liでhigh al

lQ:30:001･111;1100 1,111 ｖal･lclflllalcj ｓis11011411111atilldicalcslll ｒs･11111erｓiblciｓ１１０Ｕａ●lded.ｓoilliｓ測ppesed tlui iliei'c

are hoi walel･ phiinc- al･'ou nd lllcI･ｃ.
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5. お わ り に

有 人濳 水船 ・ 無 人潜水 機 に 搭載 し た ｙ箱測 定 シス テ ム

に よ り， 我がlil川 辺 の デ ー タは集 積 さ れつつ あ る 。 今 後

と も「 しん かい200 ｛｝」，「 し ん かい65｛｝0」，「 ドル フ ４ ンー

3K 」 に セ ンサーを 命偏 し て計測 を続 け たい 。

最 後に, デ ータの収 集に ご尽力 碵い た「 しん かい2000 」，

「ド ルフ ４ ンー3K 」 運航 チ ーム の粁 様，「なつ し ま」，「 よ

こ す か 」の船 長 を 始め 乗紐 員諸氏 ， 海 洋科学 技 術 セ ンタ

ーの 橋 本 悼 主幹 ，（秣 ） 湘南 の 艮非 義 邪 氏， 海 洋科 学

技術 セ ンター研 究 業１ 部 の諸 氏に 感 溜い たし ます。
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